
栽培カレンダー
収穫種まき 植え付け

夏まき栽培
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秋まき栽培

春まき栽培

ヨトウムシやネキリムシ、
ハスモンヨトウ、アオムシ

などが大敵です。
害虫防除の適期を

逃さないようにしましょう。

　冷涼な気温を好みますが、栽培適温は５～25℃と
範囲が広く、耐寒性もあるため、露地で栽培しやすい
です。また、春まき、夏まき、秋まきと特性の異なる
品種が多いため、季節を選ばず栽培できます。

キャベツ
・ 植物分類　アブラナ科
・原産国　地中海・大西洋沿岸地方

おおいがわ 今月の作物

　ガス効果と接触効果でキスジノミハムシ

やネキリムシに効果のある土壌処理タイプ

の農薬です。土壌中に潜む害虫だけでなく、

その後に孵化した幼虫を防除し、飛来する

成虫に対しても忌避する効果があります。

　は種時や植え付け時に土壌混和すること

で、野菜の収穫期まで防除します。また、

お茶のナガチャコガネに効果があり、成虫

飛来期から孵化幼虫期の8月上旬が防除適

期です。

お問合せは、
最寄りの営農経済センターへ！

３㎏　2,634円（税込）

牧之原営農経済事業所　増田 佳弘

牧之原営農経済事業所が
おすすめします！

野菜の土壌害虫を防除！

『フォース粒剤』

128穴用のセルトレイに土を入れ、１欠に４～５粒く

らい種をまきます。本葉が出たころから間引きはじめ、

本葉3～ 4枚の苗に仕上げます。

苗床の予定地は、早めに石灰をまいて耕しておきましょう。

植え付け前に、元肥を入れて畝を作ります。

用土が乾いていたらたっぷりかん水し、根鉢を崩さない

ように苗を抜き、株元がやや高くなるように植え付けま

す。夏の暑い日に植え付けるときは、充分かん水してく

ださい。

畑の準備２

植え付け３

苗づくり１

間引き

9㎝

本葉出はじめの
ころ2〜3本に

本葉2枚のころ
1本立てにする

本葉4枚の苗
に仕上げる

セル成型苗（128穴）
4〜5粒まき

1回目は植えつけ後15〜20
日ころに、畝の片側に肥料
をばらまいて土寄せする

風で飛ばされないようにとめる
くふうをする

結球開始期

手でおさえてみて
固く締まってきた
ら収穫適期

手でおさえて倒す
ようにし、株元へ
包丁を入れて切る

2回目は1回目と反対側
の畝に肥料をばらまき、
土寄せする

最後の肥料は、結球しは
じめのころ、前回とは反
対側に施す

第1回

〈1㎡当たり〉
化成肥料 10g

第2回以降
（施肥量は1回目と同じ）

発芽するまで新聞紙を
かけておく

早生の品種
　30〜40㎝
中〜晩生の品種
　40〜45㎝

本葉4〜5枚のころ

35〜40㎝5〜7㎝

前作の残がいは
きれいに片づける

1㎡当たり100g

〈1㎡当たり〉
　堆肥 200〜240g

化成肥料 20g
油　　粕 20g

畝づくり

75〜80㎝

40㎝

べた掛け資材でキャベツを直接覆い、風で飛ばされない

ようにしっかり押さえましょう。農薬を使用しない場合

は、べた掛け資材を使わないと成功しにくいです。

手で押さえて固く締まってきたら、収穫適期です。とり

遅れて雨にあうと、裂球することがあるので注意しま

しょう。

植え付け後15～20日ころと、その後20～25日ごとに

合計３回ほど追肥します。

追肥４

防虫・防寒対策５

収穫６

10㎝
8〜10㎝


